
David P. Roye, Jr., MD.  
（米コロンビア大学 整形外科 教授、同Weinberg Family脳性麻痺センター  エグゼクティブディレクター）  

「チーム医療で挑む障がい者医療」 

” Team  Approach to Care for Persons with Disability “ 
「整形外科手技の実際」 

” Orthopaedic  Surgery : When and How “   

   

Hiroko Matsumoto,MA., PhDc  
（米コロンビア大学Weinberg Family脳性麻痺センター 臨床研究ディレクター、小児整形外科研究センター長） 

「エビデンスとは何か～ｐ値の落とし穴」  

” What is Evidence? : Avoiding Some Logical Pitfalls of P-Values“ 

 

Heakyung Kim, MD.  
（米コロンビア大学 リハビリテーション科 教授、同Weinberg Family脳性麻痺センター アソシエイトディレクター) 

「痙縮の評価・治療と疼痛管理」 

” Evaluation and Treatment of Spasticity and Management of Pain“ 

 

 
Iona Novak, PhD MSc (Hons) BAppSc  
（シドニー大学 脳性麻痺研究センター所長） 

「エビデンスに基づく医療介入と最新の知見」 

” Evidence-Based Treatments: The Most Up-To-Date “ 
 

症例検討会（２題） 

※勉強会終了後、会場を改め 懇親会 をおこないます。情報交換の場として 

 更に親睦を深めていただければと思いますので、ぜひご参加ください。 

 場所：サンメンバーズ神戸 17:30～（勉強会会場より徒歩3分, 会費 5,000円） 

    〒651-0056 神戸市中央区熊内町4-13-21 

 

     

 

脳・神経疾患治療勉強会 
～ 脳性麻痺治療の実際を学ぶ ～ 

世界をリードする脳性麻痺治療のパイオニア陣を迎え、
脳性麻痺治療の実際を学びます。 
身体拘縮・変形、痛み、人権、小児から成人への移行、
介護等、多くの課題を抱える我が国の障がい児・者医療
の向上を目指した勉強会です。 

各 講 演 に 
日 本 語 版 
スライドが 
あ り ま す 

2018年3月3日(土) 
9:00～17:00 場所：神戸芸術センター ５Ｆ(会議場504) 
〒651-0055 神戸市中央区熊内橋通7-1-13/最寄り駅：新神戸駅から徒歩約5分 

主催：社会福祉法人芳友 にこにこハウス医療福祉センター        
共催：社会医療法人大道会 森之宮病院・ボバース記念病院 

 
 

お名前(ふりがな)、 
メールアドレス、所属、 
懇親会参加の有無などを下記URL上の 
お申込みフォームよりお申込みください。 

https://reserva.be/nikonikohouse/ 
＜参加費＞ 医師   ６,000円 
      医師以外 ４,000円 

ＡＭ 

ＰＭ 

にこにこハウス医療福祉センター  
事務部（勉強会事務局） 
丸山真由美（Mayumi Maruyama)  
TEL:078-743-2525  

お問 
合せ 


